
１　学習の目標

２　身に付けてほしい力

３　学習評価（評価規準と評価方法）

４　先生からのアドバイス（予習・復習の方法、授業の受け方など）

○定期考査は授業内容を中心に出題します。授業には集中して取り組みましょう。

　不明な点や納得のいかないことは積極的に質問しましょう。

○原則的に週の最初の授業で漢字の小テストを行います。

○家庭学習（授業の復習、漢字学習、テスト対策など）を推奨します。

○考査の点数だけでなく、一生懸命努力する生徒を積極的に評価し応援します。

○忘れ物や提出物の遅れ、授業中の内職や居眠りは大幅なマイナスになります。

評
価
規
準

言葉を通して積極的に他者や社
会に関わったり、ものの見方、
感じ方、考え方を深めたりしな
がら、言葉がもつ価値への認識
を深めようとしているととも
に、読書に親しむことで自己を
向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもとうと
している。
○定期考査、単元テスト
○学習活動の状況
○ワークシートへの取り組み

評
価
の
方
法

実社会に必要な国語の知識や技
能を身に付けている。

○定期考査、単元テスト
○学習活動の状況
○ワークシートへの取り組み

「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、論理的、批判
的、創造的に考える力や、他者
との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりしている。

○定期考査、単元テスト
○学習活動の状況
○ワークシートへの取り組み

評価
の

観点
知識および技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。
（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（２）論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手と
しての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

○ 規律やルールを守り、目標を追求する行動力 ○ 多様な価値を認め、他者と助け合う友愛力

○ 学びの価値を重んじる思考力 ○ あきらめずに最後までやり通す忍耐力

教科 国語 科目 論理国語

教科書
第一学習社

高等学校　標準　論理国語
副教材等

第一学習社「標準　論理国語　学習課題集」
桐原書店「セレクト漢字検定」

単位数 2
履修年次 １年 ２年 ３年

履修形態 必修



７月 ８・９月

科目の目標
生
物
の
進
化
に
お
け
る
多
様
性
に
つ
い
て
理
解

し

、
そ
れ
を
人
間
の
生
き
方
に
照
ら
し
て
考
え

を
深
め
る

オ
ー

サ
グ
ラ
フ
地
図
の
特
徴
を
捉
え

、
筆
者
が

述
べ
る

「
新
し
い
世
界
観

」
と
の
関
連
に
つ
い

て
考
察
す
る

具
体
例
を
も
と
に
日
本
語
の
物
の
数
え
方
の
性

質
や
文
化
的
特
徴
を
理
解
し

、
日
本
語
感
覚
を

磨
く

「
数
え
方
の
補
う
情
報
を
う
ま
く
利
用

」
し

た

、
短
い
広
告
の
コ
ピ
ー

を
作
る

対
比
関
係
を
用
い
な
が
ら
論
じ
る
叙
述
の
方
法

を
把
握
し
よ
う

本
文
中
に
示
さ
れ
た
言
葉
の
正
し
い
意
味
を
知

る
と
と
も
に

、
言
葉
に
対
す
る
筆
者
の
姿
勢
を

読
み
取
る

１０月 １１月 １２・１月 ２・３月

北海道恵庭北高等学校　２年論理国語
年間指導計画（２単位）

Ａ　２５時間 Ｂ　４５時間 計　７０時間
単　元　名

４月 ５月 ６月

担当 櫻井尊雄・中井桂子

使用教科書
高等学校　標準論理国語
（第一学習社）

指導領域 Ａ　書くこと　

（１）　知識及び技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう
にする。

（２）　思考力、
　　　 表現力、
　　　 判断力等

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的
に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いやりや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

（３）　学びに向かう力・
        人間性等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする態度を養う。

学年 第２学年

一
つ
の
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
複
数
の
解
釈
を
提

示
す
る
文
章
を
読
ん
で

、
日
本
語
の
多
様
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る

因
果
関
係
を
解
き
明
か
し
て
い
く
論
理
構
成
の

手
順
を
把
握
す
る

小
論
文
を
書
く

授業時数の計 ２５時間 4
○○

指導領域 Ｂ　読むこと ○ ○ ○ ○ ○
21

授業時数の計 ４５時間 6 6 6 8 6
○ ○

指　導　事　項　

知
識
及
び
技
能

（１）

ア
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能に
する働きがあることを理解すること。

6 7

〇 〇

ウ
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解を深
めること。

〇イ

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句
の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にすること。

〇

エ
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文章
の構成や展開の仕方について理解を深めること。 〇 〇

〇

（２）

ア
主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を
深めること。

〇

イ
情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法に
ついて理解を深め使うこと。

ウ 推論の仕方について理解を深め使うこと。

（３） ア
新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理解を深
めること。

〇

〇

〇

エ
多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠
の吟味を重ねたりして、主張を明確にすること。

〇ウ
立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれることを
想定して、効果的な文章の構成や論理の展開を工夫すること。

オ
個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全体
の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章にな
るよう工夫すること。

カ

文章の構成や展開、表現の仕方などについて、自分の主張が的
確に伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整
えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や
課題を捉え直したりすること。

Ｂ
　
読
む
こ
と

ア
文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に
捉え、論点を明確にしながら要旨を把握すること。

〇

Ａ
　
書
く
こ
と

ア
実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書き手の
立場や論点などの様々な観点から情報を収集、整理して、目的や
意図に応じた適切な題材を決めること。

イ
情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明
確にして、主張を支える適切な根拠をそろえること。

イ
文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成を的
確に捉えること。 〇

ウ
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資
料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈すること。

〇

エ
文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意図
との関係において多面的・多角的な視点から評価すること。 〇

オ
関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えながら、
内容の解釈を深めること。

〇

カ
人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な論点
や異なる価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考えを深め
ること。

〇

キ
設定した題材に関連する複数の文章や資料を基に、必要な情報
を関連づけて自分の考えを広げたり深めたりすること。

教　材　名

〇

（１）　「知識及び技能」の目標及び、「思考力、判断力、表現力等」の目標につい
ては基本的に指導事項の文末を「～できる。」として示す。

（２）　「学びに向かう力、人間性等」の目標については、いずれの単元において
も当該科目の目標である「言葉がもつ価値～他者や社会に関わろうとする。」ま
でを示す。

※各単元の評価規準の設定について
（１）　「知識・技能」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力に該当す
る〔知識及び技能〕の指導事項の文末を「～している。」として作成する。

（２）　「思考・判断・表現」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力に
該当する〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項の冒頭に、指導する一領域
を「（領域名）において、」と明記し、文末を「～している。」として作成する。

（３）　「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準は、①粘り強さ〈積極的に、進
んで、粘り強く等〉、②自らの学習の調整〈学習の見通しをもって、学習課題に
沿って、今までの学習を生かして等〉、③他の２観点において重点とする内容
（特に、粘り強さを発揮してほしい内容）、④当該単元の具体的な言語活動（自ら
の学習の調整が必要となる具体的な言語活動）を全て含め、単元の目標や学
習内容等に応じて、その組合せを工夫することが考えられる。文末は「～しようと
している。」として作成する。
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１　学習の目標

２　身に付けてほしい力

３　学習評価（評価規準と評価方法）

４　先生からのアドバイス（予習・復習の方法、授業の受け方など）

単位数 2

○ 学びの価値を重んじる思考力 ○ あきらめずに最後までやり通す忍耐力

履修年次 １年 ２年 ３年

履修形態 必修
教科 国語 科目 文学国語

教科書
第一学習社

高等学校　標準　文学国語
副教材等 第一学習社「高等学校　文学国語　学習課題集」

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成する
ことを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることがで
きるようにする。
(2) 深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手とし
ての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

○ 規律やルールを守り、目標を追求する行動力 ○ 多様な価値を認め、他者と助け合う友愛力

評価
の

観点
知識および技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

○授業では先生が生徒に発問することがあります。積極的な学習態度は「主体的に学習に取り組む態度」
　ならびに「思考力・判断力・表現力」として評価します。
○単元の中で書く活動があります。また学習プリントや単元ワークを行うこともあります。いずれも
　「思考力・判断力・表現力」として評価します。
○定期考査は授業の内容を中心に出題されます。授業ではただ板書されたことをノートに写すのではなく
　しっかりと自分で考え理解しましょう。「知識および技能」「思考力・判断力・表現力」として評価します。

評
価
規
準

生涯にわたる社会生活に必要な
国語の知識や技能を身に付けて
いるとともに、我が国の言語文
化に対する理解を深めている。

「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、深く共感した
り豊かに想像したりする力を伸
ばすとともに、創造的に考える
力を養い、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

言葉を通して積極的に他者や社
会に関わったり、ものの見方、
感じ方、考え方を深めたりしな
がら、言葉がもつ価値への認識
を深めようとしているととも
に、読書に親しむことで自己を
向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもとうと
している。

評
価
の
方
法

○定期考査、単元テスト
○学習活動の状況
○ワークシートへの取り組み

○定期考査、単元テスト
○学習活動の状況
○ワークシートへの取り組み

○定期考査、単元テスト
○学習活動の状況
○ワークシートへの取り組み



７月 ８・９月

科目の目標 「
る
み
子
さ
ん

」
の
気
持
ち
が
変
化
す
る
過
程

を

、
彼
女
の
身
の
上
に
起
こ

っ
た
出
来
事
を
通
し

て
読
み
取
る

「
少
年

」
と
の
交
流
に
よ
る

「
私

」
の
心
理
の
変

化
と

、
デ

ュ
ー

ク
の
死
を
受
け
入
れ
る
ま
で
の
過

程
を
読
み
取
る

詩
中
の
表
現
が
示
し
て
い
る
も
の
を
理
解
し

、

「
僕

」
と

「
恋
人

」
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
読

み
取
る

川
柳
を
書
い
て
み
よ
う

時
間
の
経
過
と
と
も
に
登
場
人
物
の
心
情
と
行
動

に
生
じ
る
変
化
を
追
い

、
題
名
に
こ
め
ら
れ
た
意

味
を
考
え
る

登
場
人
物
の
発
言
か
ら
表
に
現
れ
な
い
心
情
を
読

み
取
り

、
人
間
の
関
係
性
の
深
浅
に
つ
い
て
考
察

す
る

１０月 １１月 12月 １・２月 ３月

北海道恵庭北高等学校　２年文学国語
年間指導計画（２単位）

Ａ　１５時間 Ｂ　５５時間 計　７０時間
単　元　名

４月 ５月 ６月

担当 櫻井尊雄 ・中井桂子

使用教科書
高等学校　標準文学国語
（第一学習社）

指導領域 Ａ　書くこと　

（１）　知識及び技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。

（２）　思考力、
　　　 表現力、
　　　 判断力等

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりすることができるようにする。

（３）　学びに向かう力・
        人間性等

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする態度を養う。

学年 第２学年

戦
争
を
題
材
と
し
た
詩
を
読
み

、
作
品
に
託
さ
れ

た
思
い
を
読
み
取
る

テ
ー

マ
を
決
め
て
俳
句
を
作
る

フ

ェ
ル
メ
ー

ル
の
絵
画
を
紹
介
す
る
文
章
を
読
ん

で

、
読
み
手
の
関
心
を
引
き
つ
け
る
た
め
の
工
夫

に
つ
い
て
考
え
る

読
書
の
記
録
を
ま
と
め
る

授業時数の計 １５時間 6
○ ○○

指導領域 Ｂ　読むこと ○ ○ ○ ○ ○
6 3

授業時数の計 ５５時間 6 6 5 10 10
○ ○

指　導　事　項　

知
識
及
び
技
能

（１）

ア
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解するこ
と。

8 10

〇

ウ
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めること。

〇イ
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにすること。 〇

エ
文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法につ
いて、体系的に理解し使うこと。 〇

〇

（２）

ア
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めること。

〇

イ
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深めること。 〇

〇

〇

Ａ
　
書
く
こ
と

ア
文学的な文章を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整
理して、表現したいことを明確にすること。

〇

イ
読み手の関心が得られるよう、文章の構成や展開を工夫するこ
と。

ウ
文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独
創的な文章になるよう工夫すること。

〇

〇

エ

文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感
じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味し
て、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。

Ｂ
　
読
む
こ
と

ア
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えること。

〇

〇

イ
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈すること。 〇

ウ
他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察す
ること。

エ
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につい
て考察すること。

オ
作品に現れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、
作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の
解釈を深めること。

〇

〇

カ
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めること。

〇 〇

キ
設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深めること。

教　材　名

※各単元の目標について 「
調
律
師
の
る
み
子
さ
ん

」
い
し
い
し
ん
じ

「
デ

ュ
ー

ク

」
江
國
香
織

「
そ
こ
に
ひ
と
つ
の
席
が

」
黒
田
三
郎

（
川
柳
を
作

っ
て
み
よ
う

）

「
相
棒

」
内
海
隆
一
郎

〇

（１）　「知識及び技能」の目標及び、「思考力、判断力、表現力等」の目標につい
ては基本的に指導事項の文末を「～できる。」として示す。

（２）　「学びに向かう力、人間性等」の目標については、いずれの単元において
も当該科目の目標である「言葉がもつ価値～他者や社会に関わろうとする。」ま
でを示す。

※各単元の評価規準の設定について
（１）　「知識・技能」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力に該当す
る〔知識及び技能〕の指導事項の文末を「～している。」として作成する。

（２）　「思考・判断・表現」の評価規準は当該単元で育成を目指す資質・能力に
該当する〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項の冒頭に、指導する一領域
を「（領域名）において、」と明記し、文末を「～している。」として作成する。

（３）　「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準は、①粘り強さ〈積極的に、進
んで、粘り強く等〉、②自らの学習の調整〈学習の見通しをもって、学習課題に
沿って、今までの学習を生かして等〉、③他の２観点において重点とする内容
（特に、粘り強さを発揮してほしい内容）、④当該単元の具体的な言語活動（自ら
の学習の調整が必要となる具体的な言語活動）を全て含め、単元の目標や学
習内容等に応じて、その組合せを工夫することが考えられる。文末は「～しようと
している。」として作成する。

「
ナ
イ
ン

」
井
上
ひ
さ
し

「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ

っ
た
と
き

」
茨
木
の
り
子

「
死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は

」
谷
川
俊
太
郎

（
テ
ー

マ
を
決
め
て
短
歌
・
俳
句
を
作
る

）

「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女

」
原
田
マ
ハ

（
読
書
の
記
録
を
ま
と
め
る

）


